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ぽ
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
ら
た

わ
が
ま
ち
こ
の
一
年

①
地
域
医
療
の
今
後
の
方
針

ま
と
ま
る

②
都
市
景
観
条
例
施
行

③
「
J
A
テ
う
ル
越
前
」
発
足

④
高
齢
者
外
出
促
進
支
援
事

業
開
始

⑤
「
株
式
会
社
平
成
大
野
屋
」

創
立

⑥
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部

設
置

⑦
青
島
工
業
団
地
進
出
の
二

チ
コ
ー
J
富
田
工
場
操
業
開
始

⑧
亀
山
周
辺
整
備
の
方
向
性

を
発
表

1
月

1
8
日
郵
便
局
と
災
害
協
力
協

定
締
結

2
月

1
4
日
市
議
会
選
挙
投
票
日
・

投
票
率
8
2
・
5
1
％

3
月

1
日
地
域
医
療
の
今
後
の
方

針
ま
と
ま
る
8
日
恐
竜
工

キ
ス
ポ
5
0
0
日
前
イ
ベ
ン
ト
1
3
日

地
域
振
興
券
交
付
開
始
2
6
日
第
三
次

行
政
改
革
大
綱
策
定

4
月

1
日
都
市
景
観
条
例
施
行
、

J
A
テ
ラ
ル
越
前
発
足
1
1

日
知
事
・
県
議
会
選
挙
投
票
日
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
開
票
速
報

5
月

5
日
平
成
塾
三
期
生
か
銀
杏

峰
山
開
き
6
日
高
齢
者
外

出
促
進
支
援
事
業
開
始
1
2
日
生
涯
学

習
人
材
活
用
事
業
2
0
周
年
記
念
式
典

1
3
日
国
際
理
解
教
育
推
進
員
初
授
業

1
5
日
図
書
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

コ
ー
ナ
ー
開
設
1
7
日
J
R
越
前
大
野

駅
が
待
合
学
習
室
開
設

6
月

2
0
日
「
株
式
会
社
平
成
大
野

屋
」
創
立
2
2
日
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
設
置

7
月

5
日
リ
フ
ト
付
き
福
祉
バ
ス

を
購
入
・
運
行
開
始
3
0
日

青
島
工
業
団
地
進
出
の
ニ
チ
コ
ン
富
田

工
場
操
業
開
始
3
1
日
奥
越
ふ
れ
あ
い

公
園
に
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

8
月

1
日
平
成
1
2
年
成
人
式
1
月

9
日
⑨
に
実
施
決
定
、
市
内

路
線
バ
ス
活
性
化
助
成
券
交
付
開
始

2
日
中
学
校
サ
ミ
ッ
ト
開
催
3
日
市

営
自
転
車
駐
車
場
の
放
置
自
転
車
を
撤

去
、
介
護
保
険
制
度
住
民
説
明
会
開
始

6
日
猛
暑
が
続
き
水
田
の
水
不
足
が
深

刻
化
5
年
ぶ
り
に
緊
急
給
水
場
設
置



⑨
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

⑩
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設

「
平
成
大
野
屋
」
7
1
1
－
プ
ー
J

⑨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
0
9
9
福
井

卓
球
交
流
大
会
。

②
富
山
県
黒
部
市
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
締
結

⑩
H
O
P
E
計
画
全
国
．
T
i
n

ポ
ー
．
ン
ウ
ム
J

⑩
健
康
保
養
施
設
愛
称
「
あ

つ
宝
ん
ど
」
に
決
定

⑩
中
部
縦
貫
自
動
車
道
中
心

除
測
量
で
路
線
擦
識
設
置

⑩
市
浄
化
セ
ー
J
り
I
落
成

胴中者に記念品
応募は，はがさか投票用紙で

あなたが選ぶ

市政

10大ニュース

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
今
年
も
市

内
外
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
な
た
は
こ
の
一
年
、

ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
印
象
に
残

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
大
野
市
の
主

な
出
来
事
を
、
市
政
を
中
心
に
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

大
野
市
政
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
票
で
決
め

て
い
ま
す
。
写
真
の
上
六
項
目
か

ら
十
項
目
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

順
位
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
番

号
順
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

投
票
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

　

名
・
年
齢
・
項
目
番
号
を
番
号

　

順
に
明
記
し
、
市
役
所
秘
書
広

　

報
課
広
報
広
聴
係
（
〒
9
1
2

　

1
8
6
6
6
天
神
町
1
－
1
）

　

ま
で
郵
送
。
ま
た
、
各
公
民
館

　

や
図
書
館
・
市
民
課
の
窓
口
な

　

ど
に
も
投
票
用
紙
と
投
票
箱
を

　

備
え
て
い
ま
す
。

締
め
切
り
1
2
月
1
7
日
毎
（
当
日

　

の
消
印
有
効
）

発
表
今
月
下
旬
に
新
聞
な
ど
で

賞
品
1
0
項
目
が
的
中
し
た
人
に

　

は
記
念
品
を
進
呈
。
た
だ
し
、

　

的
中
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
で
1
0
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

1
1
日
地
下
水
位
表
示
板
図
案
の
入
賞
者

表
彰
2
0
～
2
2
日
第
2
0
回
記
念
市
美
術

展
2
9
日
イ
ト
ヨ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

3
0
日
亀
山
周
辺
整
備
の
方
向
性
を
発
表

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
ゲ

ー
ト
構
想
）
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦

2
0
0
0
年
問
題
対
策
本
部
設
置

9
月

1
日
障
害
者
プ
ラ
ン
策
定
悉

員
会
初
会
合
5
日
県
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
1
5
日
台
風
1
6
号
一

国
道
1
5
8
号
な
ど
に
被
害
2
0
日
大

護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
申
請
受
‥

付
け
開
始
2
2
日
第
四
次
市
総
合
計
｝

策
定
幹
事
会
初
会
合
2
7
日
ス
ク
ー

バ
ス
更
新

1
0
月
1
日
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
が

年
末
年
始
を
除
き
休
館
日
廃

止
6
日
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設

「
平
成
大
野
屋
」
オ
ー
プ
ン
1
0
1
1
1
‥

日
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
1
9
9
福
井
卓
球
交
流

大
会
1
2
日
富
山
県
黒
部
市
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
締
結
1
4
・
1
5
日
H
O

P
E
計
画
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
9
9

ｎ
月

1
日
健
康
保
養
施
設
の
愛
称

　

「
あ
つ
宝
ん
ど
」
に
決
定

4
～
6
日
友
好
市
町
交
流
会
5
日
第

2
回
市
景
観
賞
決
定
9
日
中
部
縦
貫

自
動
車
道
永
平
寺
大
野
道
路
中
心
線
測

量
で
路
線
標
識
設
置
1
2
日
リ
フ
ト
付

き
乗
用
車
購
人
・
貸
し
出
し
開
始
1
3

日
大
野
演
劇
な
か
ま
チ
ャ
ッ
プ
ス
2
0
周

年
記
念
公
演
1
5
日
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

落
成
2
1
日
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（予定）

1
2
月
5
日
地
域
フ
ォ
上
フ
ム
1
2

日
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
、

奥
越
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会
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功
績
た
た
え
1
3
人
●
1
団
体

自
治
振
興
功
労山田行雄さん

（77歳・元町）

　

行
政
連
絡
事
務
嘱
託
員
（
区
長
）

と
し
て
十
六
年
、
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
お
よ
び
地
区
自
治
活
動
に

に
尽
力
、
地
方
自
治
の
振
興
に
寄

与
。

社
会
事
業
功
労長谷川久さん

　

（75歳．中保）

巻寄秀雄さん

（72歳・中津川）
吉田多輝子さん

　

（58歳・新町）

　

三
人
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
十
二
年
余
り
、
社
会
の

善
導
お
よ
び
福
祉
活
動
に
尽
力
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
。

教育文化功労

大野演劇なかま

　　　　

チャップス

　

（代表岩田美子さん）

　

児童劇を手作りし二

十年余り、こども劇場

などの公演を通して児

童の演劇文化の向上に

寄与。

産
業
振
興
功
労千味秀男さん

　

（68歳・本町）

　

大
野
魚
商
協
同
組
合
理
事
長
を

は
じ
め
役
員
と
し
て
三
十
四
年
余

り
、
組
合
の
育
成
と
事
業
の
振
興

に
尽
力
、
商
業
の
発
展
に
寄
与
。

川田岩雄さん

　

（78歳・開発）

　

大
野
縫
製
産
業
協
同
組
合
理
事

長
と
し
て
十
八
年
余
り
、
縫
製
産

業
の
育
成
に
尽
力
、
地
域
産
業
の

発
展
に
寄
与
。

立平光柴さん

　

（68歳・元町）

　

大
野
家
具
建
具
協
同
組
合
理
事

長
を
は
じ
め
役
員
と
し
て
二
十
二

年
余
り
、
組
合
の
育
成
と
事
業
の

振
興
に
尽
力
、
地
域
産
業
の
発
展

に
寄
与
。

　

市
政
や
産
業
振
興
、
消
防
な
ど
の
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
充

実
と
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
顕
彰
す
る
、
市
長
表
彰
者
十
I
ニ

人
・
一
団
体
が
決
ま
り
、
文
化
の
日
の
十
－
月
－
二
日
、
晴
れ
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労

藤田健－さん

　

（61歳・太田）

堂本義明さん

　

（59歳・稲郷）

森廣廣治さん

（62歳・平塚領家）

福田敏雄さん

（61歳・南六呂師）

竹内弘さん

　

（61歳．太田）

幅口隆－さん

（61歳・上打波）

　

消
防
団
員
と
し
て
藤
田
健
一
さ

ん
は
三
十
五
年
余
り
、
森
廣
廣
治

さ
ん
は
三
十
三
年
余
り
、
竹
内
弘

さ
ん
は
三
十
六
年
余
り
、
堂
本
義

明
さ
ん
は
三
十
六
年
余
り
、
福
田

敏
雄
さ
ん
は
三
十
一
年
余
り
、
幅

口
隆
一
さ
ん
は
三
十
三
年
余
り
、

地
域
防
災
活
動
と
消
防
使
命
の
達

成
に
尽
力
、
市
民
生
活
の
安
定
保

全
と
消
防
の
発
展
に
寄
与
。



大
丈
夫
？
2
0
0
0
年
問
題

日
常
生
活
へ
の
身
近
な
影
響

コ
ン
ピ
ユ
ー
9
‐

西
暦
2
0
0
0
年
問
題
と
は

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
動
か
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
ソ
フ
ト
が
、
年
月
日
な

ど
の
処
理
を
西
暦
年
数
の
下
二
け

た
で
管
理
し
て
い
る
場
合
に
、
西

暦
2
0
0
0
年
（
平
成
十
二
年
）

に
な
る
と
き
、
2
0
0
0
年
な
の

か
1
9
0
0
年
な
の
か
正
確
に
判

断
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
発
生

す
る
問
題
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

大
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
け
で

な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
を
内
蔵
し
た
設
備
機
器
な
ど

に
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

適
s
a
対
応
が
必
9

　

2
0
0
0
年
問
題
に
つ
い
て
十

分
な
対
応
を
せ
ず
に
放
置
し
て
い

る
と
、
日
常
生
活
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
通
信
、
交
通
、
医
療
な

ど
多
く
の
分
野
で
影
響
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
前
も

っ
て
適
切
に
対
応
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

政
府
は
、
昨
年
九
月
に
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
2
0
0
0
年
問

題
に
関
す
る
行
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
方
公

共
団
体
に
は
自
治
省
を
通
じ
、
電

気
や
ガ
ス
、
通
信
な
ど
の
公
共
性

の
高
い
民
間
企
業
に
は
所
管
の
省

庁
を
通
じ
て
、
対
策
を
取
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
2
0
0
0
年
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
庁
内
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
シ
ス
テ
ム
を
点
検
す

る
と
と
も
に
、
修
正
作
業
や
模
擬

テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
測
の
事
態
に
備
え
八
月

三
十
日
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西

暦
2
0
0
0
年
問
題
対
策
本
部
設

置
要
綱
」
の
制
定
を
行
い
、
「
危

機
管
理
計
画
書
」
を
作
成
す
る
な

ど
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
へ
の
影
響
は
？

　

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
企
業
は
、
2
0

0
0
年
問
題
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
討
し
、
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件

に
よ
っ
て
、
予
期
で
き
な
い
事
態

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

一
部
の
電
化
製
品
で
は
、
誤
作

動
や
使
用
不
可
能
な
ど
の
問
題
が

発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
購
入

し
た
販
売
店
や
製
造
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
日
9
程
度
の
自
衛
策
を
’
・

　

万
一
、
年
末
年
始
に
停
電
や
断

水
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
も
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
企
業
の
迅
速
な

処
置
に
よ
り
、
短
期
間
で
解
決
へ

の
対
応
が
行
わ
れ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
各
家
庭
で

の
自
衛
策
と
し
て
、
三
日
分
程
度

の
食
料
や
飲
料
水
な
ど
の
用
意
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
鯖
報
提
供

　

市
で
は
、
2
0
0
0
年
問
題
に

関
す
る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
県
や
政
府
省

庁
、
公
的
機
関
業
界
団
体
な
ど
と

も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
：
／
／
w
w
w
．
ヨ
l
t
e
n
e
．
o
こ
p
r

o
n
o
／
2
0
呂
心
呂
O
．
h
t
ヨ

2
0
0
0
年
問
題
相
談
窓
口

　

市
役
所
総
務
課
情
報
管
理
係

（
a
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
3
7
）

災害時の食料提供や職員派遣など

黒部市と災害協定締結

　

市
は
十
月
十
二
日
、
富
山
県
黒

部
市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

お
互
い
に
応
援
し
合
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

黒
部
市
の
人
口
は
約
三
万
七
千

人
で
、
当
市
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
都

市
。
と
も
に
地
下
水
に
恵
ま
れ
、

市
内
に
環
境
庁
の
「
名
水
百
選
」

の
指
定
地
が
あ
る
こ
と
と
、
山
間

部
の
当
市
と
海
岸
部
に
開
け
て
い

る
黒
部
市
で
は
、
同
時
に
大
き
な

被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
低
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
準
備
が
進
め
ら
わ

て
き
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
被
災
側
か
ら
の
蔀

請
で
▽
食
料
や
飲
料
水
、
復
旧
沓

材
の
提
供
▽
被
災
者
の
救
助
▽
職

員
派
遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
っ

せ
ん
I
な
ど
を
行
い
、
応
援
の
曹

用
は
、
要
請
側
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
は
大
野
市
役
所
で
行
わ

れ
、
天
谷
大
野
市
長
と
荻
野
幸
和

黒
部
市
長
が
出
席
し
協
定
書
に
調

印
。
今
後
の
情
報
交
換
と
、
協
力

体
制
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
友
好
都

市
の
茨
城
県
古
河
市
や
全
国
青
年

市
長
会
加
盟
都
市
と
の
間
で
災
害

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

匹1



健
康
は
宝
物

「
あ
っ
宝
ん
怠

大
野
市
健
康
保
養
施
設
の
愛
称
決
定

　

平
成
十
年
度
か
ら
、
南
新
在
家

で
建
設
を
進
め
て
い
る
健
康
保
養

施
設
の
愛
称
が
、
「
あ
っ
宝
（
た

か
ら
）
ん
ど
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

愛
称
の
公
募
に
は
、
市
内
を
は

じ
め
全
国
各
地
、
海
外
か
ら
も
三

千
九
百
八
十
九
点
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
を

五
人
の
審
査
委
員
で
、
▽
「
水
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
水
に
親
し
む

文
化
の
拠
点
」
に
ふ
さ
わ
し
い
こ

と
▽
一
目
で
新
し
い
大
野
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
▽
老
若
男
女
を
問
わ

ず
市
民
が
覚
え
や
す
い
こ
と
I
を

基
本
に
審
査
し
ま
し
た
。
結
果
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

　

「
あ
っ
宝
（
た
か
ら
）
ん
ど
」

　

飯
野
昇
さ
ん
（
神
奈
川
県
横

　

浜
市
・
六
十
五
歳
．
無
職
）

作品の説明

　

健
康
は
、
か
け
が
え
の
な
い

”
宝
″
で
す
。
い
つ
も
温
か
い
水

の
遊
び
場
が
あ
る
こ
の
施
設
で
、

健
康
づ
く
り
と
心
の
ふ
れ
あ
い

が
で
き
る
よ
う
に
・
：

優
秀
賞

　

「
ア
ク
ア
ピ
ア
大
野
」

　

漆
崎
ゆ
き
子
さ
ん
（
福
井
県
春

　

江
町
・
五
十
四
歳
・
主
婦
）

　

「
水
都
（
す
い
と
）
ピ
ア
大
野
」

　

大
野
守
生
さ
ん
（
三
重
県
四
日

　

市
市
四
十
五
歳
．
自
営
業
）

　

「
湯
（
ゆ
）
ら
っ
く
す
お
お
の
」

　

星
野
浩
子
さ
ん
（
愛
知
県
名
古

　

屋
市
●
四
十
歳
・
主
婦
）

　

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
一
部
木
造
二
階
建
て
で
、
平
成

十
二
年
三
月
末
に
完
成
、
四
月
下

旬
に
は
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　

市
の
新
し
い
顔
と
し
て
、
シ
ン

ボ
ル
性
と
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
性
を
備

え
た
外
観
。
内
部
に
は
、
波
の
プ

ー
ル
や
流
れ
る
プ
ー
ル
、
サ
ウ
ナ
、

露
天
風
呂
な
ど
の
温
浴
施
設
、
ゆ

っ
た
り
で
き
る
七
十
六
畳
の
大
広

間
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

飯
野
昇
さ
ん

　

思いがけない受

賞の知らせに、大

変喜んでいます。

大野市のホームペ

ージを見ると、開

かれたまちで、あ

つたかい心の通う

まちという印象を持ちました。ぜひ、

皆さんの保養施設も、かわいかってく

ださい。

保育所の入所

　

申し込み

受け付け開始

締
め
切
り
は
1
2
月
2
4
日

　

来
年
四
月
か
ら
市
内
の
保
育
所

（
公
立
・
私
立
）
へ
入
所
を
希
望

す
る
乳
幼
児
の
申
し
込
み
を
、
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

資
格
原
則
と
し
て
平
成
H
年
1
2

　

月
3
1
日
以
前
に
生
ま
れ
、
保
護

　

者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保
育

　

で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

申
込
期
間
1
2
月
1
日
禾
～
2
4
日

　

②
（
期
間
終
了
後
に
生
ま
れ
た

　

乳
幼
児
は
随
時
受
付
）

申
し
込
み
方
法
市
役
所
か
最
寄

　

り
の
保
育
所
に
備
え
て
あ
る
人

　

所
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出

入
所
決
定
面
接
と
調
査
を
行
い
、

　

3
月
中
に
可
否
を
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
3
）

保
育
料

　

保
育
料
は
、
毎
年
、
保
育
料
徴

収
基
準
審
議
会
の
審
議
・
答
申
に

基
づ
き
改
正
さ
れ
ま
す
。
入
所
児

童
の
年
齢
と
保
護
者
（
父
母
の
み
）

の
所
得
に
応
じ
算
定
さ
れ
、
多
子

世
帯
に
は
、
軽
減
措
置
の
適
用
も

あ
り
ま
す
。
保
育
料
の
納
付
は
、

毎
月
末
に
口
座
振
替
と
な
り
ま

す
。
特
別
保
育

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
や
核
家
族

化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
、
就
労
と

育
児
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

市
内
の
各
保
育
園
で
は
、
特
別
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
休
・
育
休
明
け
入
所
予
約
出

　

産
前
に
入
所
予
約
を
受
け
付

　

け
、
産
休
・
育
休
明
け
か
ら
保

　

育

延
長
保
育
降
園
時
間
は
通
常
午

　

後
5
時
で
す
が
、
午
後
6
時
か

　

午
後
7
時
ま
で
延
長
し
て
保
育

早
朝
保
育
午
前
7
時
か
ら
保
育

一
時
的
保
育
仕
事
の
都
合
や
冠

　

婚
葬
祭
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
、

　

急
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な

　

い
と
き
の
一
時
的
な
保
育

　

各
保
育
園
の
特
別
保
育
に
つ
い

て
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保

育
所
ま
た
は
市
役
所
福
祉
課
児
童

係
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市内保育所の実施状況一覧（平成11年度）

保育園名
公

私
電話 所在地

定
員

（人
）

特別保育

岸休

が休

明け

延

長

早

朝

一
時
的

北部保育園 公 66・2750 中荒井町1－202 60

義景保育園 公 66・3333 清水119－12－1 60

春日保育園 公 66・4005 日吉町24－6 60 〇

あかね保育園 公 66・5273 水落町7－24 45

荒島保育園 公 66・4103 蕨生126－29 45

六呂師保育園 公 67・1625 南六呂師169－124 40

いとよ保育園 私 66・3848 清和町710 120 〇

上庄保育園 私 64・1217 稲郷43－5 90

いなやま保育園 私 66・0038 篠座94－39 90 〇 〇

誓念寺保育園 私 65・6167 錦町4－17 70 〇 〇 〇

亀山保育園 私 65・1104 水落町3－35 60 〇 〇

開成保育園 私 65・1103 新庄5－15－2 120 〇 〇 〇

誓念寺中野保育園 私 65・6166 中野64－18－3 90 〇

篠座保育園 私 65・6570 篠座74－32 60



市
民
課
窓
口
は
2
9
日
か
ら
1
日
3
日
ま
で
休
み

諸公諸詣（必嘸（剱慧盗

窓
口
が
込
み
台
い
ま
す

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行

な
ど
の
窓
口
業
務
は
、
ニ
ト
八
日

ま
で
行
い
ま
す
。
年
末
は
特
に
混

雑
し
ま
す
の
で
、
用
件
は
お
？
め

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話
で
の

f
約
が
で
き
ま
す
。
市
民
窓
日
係

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
3
）

ま
で
お
問
い
〈
口
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
巾
役
所
当
直
室
（
庁

舎
東
側
入
り
日
横
）
で
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

ご
み
収
集
は
三
十
日
ま
で

　

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
は
、
。
二
十
日
の
木
曜
収
集

地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
缶
類
…
古

紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集

は
、
―
十
九
目
の
収
集
地
区
ま
で

行
い
ま
す
。
各
地
区
の
最
終
収
集

日
が
い
つ
に
な
る
か
確
認
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
持
ち

込
み
は
、
三
ト
日
午
後
四
時
一
。
．
L

分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
、
。
月
・
こ

月
は
積
雪
の
た
め
休
業
で
す
。
ニ
。

月
ま
で
各
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

く
み
取
り
は
早
め
に

　

く
み
取
り
業
者
は
、
二
十
九
日

か
ら
。
月
三
日
ま
で
休
業
と
な
り

ま
す
。
年
末
は
、
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
業
者
へ
の
依
頼
は
早

め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

休
み
の
間
の
急
患
は

　

卜
二
月
二
十
六
日
、
一
月
。
・

一
一
・
一
こ
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で
急
患
の
診
療
を
行
い
ま

す
。
受
診
の
際
は
、
保
険
証
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
、
二
上
七
日
か
ら
一

月
四
日
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

十
二
月
上
四
日
か
ら
平
成
上
二
年

三
月
末
日
ま
で
は
、
図
書
の
特
別

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
休
館
日

を
除
く
こ
の
期
間
中
、
貸
し
出
し

期
間
が
二
週
間
か
ら
三
週
間
に
延

長
さ
れ
ま
す
。

u
工
・
）

4
｛
j C

N
J
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3

0
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9
2

8
（
／
』 7
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（
○
2
日

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 曜

平
常
平
常 肺

平
常
平
常 休

市
民
課

窓
口

平
常
平
常

㈱

平
常
平
常
平
常
平
常 休

ご
み
の

持
ち
込
み

平
常
平
常

㈱

平
常
平
常 ㈱

し
尿
く
み
取
り

㈱ 肺

午
前
9
時
～
　

午
後
9
時

㈱ 肺 肺 肺 休

午
前
9
時
～
　

午
後
9
時

休
日
急
患

診
療
所

平
常 ㈱

平
常
図
書
館

気
に
な
り
ま
す
介
護
保
険
制
度

，、j。5

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
シ
リ
一
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
介
護
認
定
審
査
会
で
審
査
、
判
定
さ
れ
る
「
要
介

護
度
」
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
、
介
護
を
受

け
る
場
〈
口
、
ま
ず
市
役
所
に
申
請

が
必
要
で
す
。
そ
の
申
請
に
も
と

づ
き
、
市
職
員
や
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
家

庭
を
訪
問
。
そ
の
人
の
心
身
の
状

況
に
つ
い
て
各
項
目
に
わ
た
り
調

査
し
ま
す
。

　

そ
の
調
査
結
果
か
ら
、
全
国
共

通
の
判
定
基
準
を
使
っ
て
、
介
護

に
必
要
な
時
間
（
要
介
護
認
定
基

準
）
を
推
計
し
た
も
の
が
「
一
次

判
定
」
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会
で
は
「
一
次

判
定
」
と
「
か
か
り
つ
け
医
の
意

見
書
」
を
も
と
に

・
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
か

・
ど
の
ぐ
ら
い
の
介
護
が
必
要
か

と
い
う
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
出
さ
れ
る
介
護
認
定

審
査
会
の
判
定
を
「
二
次
判
定
」

と
い
い
ま
す
。
市
町
村
は
「
二
次

判
定
」
の
結
果
を
、
申
請
の
日
か

ら
3
0
日
以
内
に
文
書
で
申
請
者
に

連
絡
し
ま
す
。

　
　

「
介
護
認
定
審
査
会
」
は
保
健

・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
専
門
家

約
5
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
で
は
、
奥
越
2
市
1
村

で
審
査
会
を
設
置
。
4
グ
ル
ー
プ

で
認
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

判
定
は
次
の
6
段
階
の
要
介
護
度

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

要
介
護
度
と
1
ヵ
月
当
た
り
の
保

険
給
付
限
度
額
の
目
安

要
支
援
（
虚
弱
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　

約
6
万
4
千
円

要
介
護
度
1
（
部
分
的
介
護
を
要

　

す
る
場
合
）
約
1
7
万
円

要
介
護
度
2
（
軽
度
の
介
護
を
要

　

す
る
場
合
）
約
2
0
万
1
千
円

要
介
護
度
3
（
中
程
度
の
介
護
を

　

要
す
る
場
合
）
約
2
7
万
4
千
円

要
介
護
度
4
（
重
度
の
介
護
を
要

　

す
る
場
合
）
約
3
1
万
3
千
円

要
介
護
度
5
（
最
重
度
の
介
護
を

　

要
す
る
場
合
）
約
3
6
万
8
千
円

※
要
介
護
度
の
認
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
市
役
所
高
齢
者
福
祉

室
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
福
井
県
が
設
置
す
る
「
介
護

保
険
審
査
会
」
に
不
服
審
査
の
申

し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　

各
要
介
護
段
階
に
お
い
て
、
保

険
給
付
の
限
度
額
内
で
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
金
額
は
、
今
後
変
更

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
8
）



肥満

体
に
脂
肪
を
た
め
込
む
冬

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
状
態
は

　

冬
、
野
生
の
動
物
は
越
冬
の
た
め
、
体
に
脂
肪
を
た
め

込
み
ま
す
。
人
も
冬
に
、
体
脂
肪
が
増
え
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
夏
は
や
せ
る
け
れ
ど
、
冬
に
太
る
と
い
う
話
も
よ

く
聞
き
ま
す
。
寒
く
な
る
と
外
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
、
正
月
の
ご
ち
そ
う
で
太
る
人
も
多
い
の
で
は
。

　

今
回
は
、
肥
満
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

ま
ず
、
肥
満
を
知
ろ
う

　

肥
満
の
基
準
と
し
て
、
日
本
肥

満
学
会
の
標
準
体
重
指
標
（
B
M

I
）
が
あ
り
ま
す
。
計
算
方
法
と

基
準
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

男
女
と
も
数
値
が
二
二
の
と
き
、

最
も
病
気
に
か
か
り
に
く
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
数
値
が
正
常
で

一
見
や
せ
型
で
も
、
筋
肉
や
骨
に

比
べ
脂
肪
の
割
合
が
多
い
、
隠
れ

肥
満
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
体
脂
肪
率
が
関
係
し

て
き
ま
す
。
家
庭
用
体
脂
肪
計
の

普
及
で
、
体
脂
肪
率
は
簡
単
に
測

定
で
き
ま
す
。
数
値
が
ば
ら
つ
く

の
で
、
増
減
の
傾
向
を
知
る
目
安

と
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
保
健

セ
ン
タ
ー
で
も
体
脂
肪
率
を
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

脂
肪
の
付
き
方
が
問
題

　

上
半
身
は
細
め
で
、
お
し
り
と

太
も
も
が
太
い
「
洋
梨
タ
イ
プ
」

は
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、

上
半
身
が
太
く
、
お
な
か
が
出
て

い
る
人
に
は
、
内
臓
脂
肪
が
多
い

こ
と
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
は
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、

減
量
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

肥
満
は
、
摂
取
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

回
り
、
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
た

状
態
で
す
。
減
量
に
は
食
事
と
運

動
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
思
う

よ
う
に
い
か
ず
、
挫
折
し
た
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

減
量
の
コ
ツ

　

減
量
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
）
に
は
、

健
康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
極
端
な
食
事
制
限

で
の
減
量
は
筋
力
が
落
ち
た
り
、

骨
粗
し
よ
う
症
の
引
き
金
に
な
っ

た
り
、
貧
血
・
無
月
経
に
な
っ
た

り
と
非
常
に
危
険
で
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
と
運
動
で
、
月
一

か
ら
二
ご
の
減
量
ペ
ー
ス
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
適
度
な
運
動

は
筋
肉
を
維
持
・
強
化
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
し
や
す
い
体
を
つ
く

り
ま
す
。
続
け
る
こ
と
が
大
変
で

す
が
、
継
続
す
る
こ
と
が
一
番
で

す
。

　

具
体
的
な
減
量
の
方
法
つ
い
て

は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

BMI＝体重kg÷（身長mx身長m）

普通 19．8～24．2

太り気味 24．3～26．3

肥満 26．4以上

休脂肪率の目安（％）

男 女

普通 15～19 20～24

太り気味 20～24 25～29

肥満 25以上 30以上

話
の
養
栄

る
な
に
気

とつ
よ
ち

　

今、大人気のカロリーカット食品。カロリ

ーが、通常の2分の1や3分の1にカットさ

れているので、ダイエット中に避けたい油脂

類や甘味類も安心して食べられます。でも、

気を付けてください。「量が増えれば同じ」

です。いつもと同じ量を心掛けてください。

カロリーが少ないという安心感で、取りすぎ

に気を付けましょう。

　

また、カロリーカヽツト食品に利用されてい

る低エネルギー甘味料は、取りすぎるとおな

かが緩くなるものや、長時間加熱できないも

のなど種類によって特徴があります。説明書

をよく読んで使用しましょう。風味やとくが

ある、本来の食品を少量使うという方法もあ

ります。それぞれ使い分けてください。

　　

「ダイエットは明日から」の「明日」は、

待っていてもやってきません。「今日」から

行動しましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

・
I
L
I
／
＼
χ
－
1
、

入浴中の突然死を防ごう

寒い時期に多い高齢者の事故

　

高
齢
者
の
入
浴
中
の
突
然
死
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に

七
十
五
歳
以
上
の
人
が
多
く
、
時
期
は
十
二
月
と
一
月
、

午
後
一
時
か
ら
真
夜
中
に
か
け
て
が
多
い
よ
う
で
す
。
原

因
の
ハ
割
強
は
病
気
の
発
作
に
よ
る
も
の
で
す
。
高
齢
者

が
入
浴
中
、
こ
の
よ
う
な
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
寒

い
時
期
の
入
浴
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

激
し
い
血
圧
の
変
動

　

多
く
の
日
本
人
は
、
温
か
い
お

湯
に
ゆ
っ
た
り
、
深
々
と
つ
か
る

入
浴
方
法
で
す
。
こ
の
た
め
、
血

圧
の
変
動
が
大
き
く
、
特
に
寒
い

時
期
は
激
し
く
変
動
し
ま
す
。
入

浴
に
伴
う
血
圧
の
変
動
は
、
水
圧

や
浴
室
の
環
境
、
特
に
室
温
に
よ

っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　

浴
室
や
脱
衣
場
の
室
温
が
低
い

ほ
ど
、
浴
槽
に
入
っ
た
と
き
、
ま

た
温
ま
っ
て
出
た
と
き
に
血
圧
の

変
動
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

防
止
の
た
め
の
工
夫

①
熱
い
長
湯
を
避
け
る

　

冬
場
の
熱
い
長
湯
は
避
け
、
お

湯
の
温
度
は
三
八
度
か
ら
四
一
度

ま
で
、
入
浴
時
間
は
二
十
分
以
内

と
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

②
脱
衣
場
や
浴
室
、
浴
槽
の
改
善

　

室
温
の
変
化
を
少
な
く
す
る
た

め
、
脱
衣
場
を
暖
房
す
る
な
ど
の

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
浴

槽
は
あ
ま
り
深
く
な
い
ほ
う
が
良

い
よ
う
で
す
。
転
倒
な
ど
の
危
険

を
防
ぐ
た
め
、
浴
室
内
に
手
す
り

を
付
け
た
り
安
全
ガ
ラ
ス
を
使
用

し
た
り
す
る
な
ど
可
能
な
限
り
浴

室
、
浴
槽
を
改
善
し
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。

③
二
番
湯
入
浴

　

ほ
か
の
家
族
が
入
浴
し
た
後
に

入
浴
す
る
「
二
番
湯
入
浴
」
は
、

浴
室
が
暖
ま
っ
て
い
て
、
浴
槽
の

お
湯
も
沸
か
し
た
て
の
よ
う
に
熱

す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
体
へ

の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

④
シ
ャ
ワ
ー
給
湯

　

浴
槽
へ
の
給
湯
を
シ
ャ
ワ
ー
で

行
う
「
シ
ャ
ワ
ー
給
湯
」
は
、
シ

ャ
ワ
ー
の
蒸
気
で
浴
室
が
暖
か
く

な
る
の
で
、
入
浴
中
の
発
作
な
ど

に
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑤
入
浴
方
法
の
工
夫

　
　

「
か
け
湯
」
や
「
半
身
浴
」
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
入
浴
法
も
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
薬
の
服
用
、
飲
酒
を
避
け
る

　

血
圧
降
下
剤
を
入
浴
の
直
前
、

直
後
に
服
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
お
酒
を
飲
ん
だ

後
や
精
神
安
定
剤
や
睡
眠
薬
な
ど

の
向
精
神
薬
を
服
用
し
た
直
後
の

入
浴
も
避
け
ま
し
ょ
う

⑦
既
往
症
が
あ
る
人
は
注
意
を

　

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病

脳
梗
塞
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
て

ん
か
ん
な
ど
の
既
往
症
が
あ
る
高

齢
者
の
入
浴
は
、
普
段
か
ら
注
意

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
既
往
症

が
あ
る
人
は
一
人
湯
や
長
湯
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

⑧
家
族
に
一
声
掛
け
て
か
ら

　

万
が
一
の
事
故
が
起
き
て
も
、

速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
入

浴
す
る
と
き
に
は
、
家
族
に
一
声

掛
け
て
か
ら
入
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
’
つ
。

半
身
浴

　

水
位
を
下
げ
た
り
、
清
潔
に
し
た
腰

　

掛
け
な
ど
を
入
れ
て
。
寒
い
と
き
に

　

は
タ
オ
ル
な
ど
を
か
け
て

か
け
湯

　

足
元
↓
お
な
か
↓
肩
と
い
う
よ
う
に
、

　

体
の
末
端
部
分
か
ら
心
臓
に
至
る
よ

　

う
に
お
湯
を
か
け
る
。

消斉生活にIVするご柵間肖費者相談センターへ豊66・11111硝464（1ふ；）



腸麗麗

圖一翻

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

　

おっきい、おイモ

（小山福寿園イモほり）

＜1るー凛登塙 「千草学級」

こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で

　

千
草
学
級
は
、
結
成
し
て
二
1

七
年
目
に
な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
現

在
の
会
員
数
は
一
一
十
六
人
。
年
に

何
回
か
定
例
会
を
開
い
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
　

「
巾
内
各
地
区
の
婦
人
会
の
会

員
か
ら
〃
自
分
た
ち
の
学
び
た
い

こ
と
を
、
自
分
た
ち
で
勉
強
し
た

い
’
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
地
区

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
み
ん
な

で
勉
強
会
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
て
し
た
。
最
初

は
こ
士
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
て
、
税

金
の
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。
季
節
の
素
材
を
持
ち
寄
っ
て

の
料
理
教
室
や
、
趣
味
で
や
っ
て

い
た
押
し
花
を
み
ん
な
で
作
っ
た

り
、
会
員
が
先
生
に
な
っ
て
踊
り

教
室
を
開
い
た
り
と
、
ジ
ャ
ン
ル

に
と
ら
わ
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
新
年
会

に
出
か
け
た
り
も
し
ま
す
。
会
員

の
都
合
に
あ
わ
せ
農
繁
期
は
休
み

に
す
る
な
ど
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
、
無
理
の
無
い
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
長
く
活
動
し

て
い
ら
れ
る
秘
訣
で
す

か
ね
」
と
、
学
級
長
の

此
下
節
子
さ
ん
。

　
　

「
今
ま
で
会
場
を
借

り
る
の
が
大
変
で
、
場

所
を
変
え
な
が
ら
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
で
も

今
年
か
ら
は
、
ド
庄
公

民
館
を
定
期
的
に
借
り

る
よ
う
に
し
て
、
み
ん

な
ま
す
ま
す
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
お
互
い
に
い
ろ
ん

な
こ
と
を
学
び
合
っ
て
、

教
養
を
深
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
意
欲
満

々
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
学
級
長
の

此
下
節
子
さ
ん
（
豊
6
5
●
3
1
2

6
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
自
由
の
森
で

　
　
　

大
学
ご
っ
こ
』

　

学
ぶ
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
ま

ず
最
初
に
浮
か
ぶ
も
の
は
、
学
校

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

幕
末
期
、
大
分
県
の
日
田
（
ひ

だ
）
に
「
咸
宜
園
」
（
か
ん
ぎ
え

ん
）
と
い
う
私
塾
が
あ
り
ま
し
た
。

年
齢
、
学
歴
、
身
分
な
ど
を
。
切

問
わ
れ
ず
に
入
学
で
き
る
か
わ
り

に
、
実
力
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う
、

当
時
と
し
て
は
革
新
的
な
学
校
で

し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
こ
の
本
は
、
同

じ
日
田
市
で
「
平
成
の
咸
宜
園
」

を
目
指
し
て
開
か
れ
た
、
市
民
大

学
の
講
義
を
紹
介
し
た
本
で
す
。

「
文
化
に
よ
る
町
お
こ
し
」
ま
で

も
考
え
ら
れ
た
、
こ
の
市
民
大
学

は
「
自
由
の
森
大
学
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
演
出
家
や
声
優
な

ど
、
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
を

講
師
と
し
て
招
き
、
映
画
や
水
の

話
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
で

個
性
的
な
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
と
ろ
う
と
、

熱
心
に
通
っ
て
い
る
「
学
生
」
た

ち
の
姿
が
、
見
え
て
く
る
よ
う
で

す
。

　

学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な

一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と

は
楽
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
み
な

さ
ん
も
、
楽
し
く
学
べ
る
こ
と
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　

自由の森で大学ごっこ

永六輔ほか著小学館刊
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私亀半虞足女

北
方
四
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　

現
在
、
北
方
四
島
返
還
の
運
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
今

年
の
八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
二

日
に
か
け
、
北
方
四
島
交
流
推
進

全
国
会
議
の
訪
問
団
と
し
て
、
国

後
島
と
色
丹
島
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ビ
ザ
（
査
証
）
な
し
で
行
わ

れ
る
こ
の
交
流
事
業
は
、
今
年
で

八
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

島
に
着
い
た
と
き
は
、
大
野
と

同
じ
よ
う
に
自
然
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ち
こ

ち
と
案
内
さ
れ
、
壊
れ
た
ま
ま
の

建
物
や
家
屋
な
ど
、
五
年
前
に
お

き
た
東
方
沖
地
震
の
爪
あ
と
が
今

で
も
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
四
年
前
に
お
き
だ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
あ
と
、
め

ざ
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
復
旧
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
北
方
四
島

で
は
、
い
ま
だ
に
手
が
つ
け
ら
れ

な
い
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
数
多
く
、

特
に
プ
レ
ハ
ブ
で
建
て
ら
れ
た
学

校
に
通
う
子
供
た
ち
の
姿
が
、
目

に
つ
き
ま
し
た
。

　

あ
る
病
院
で
は
、
「
日
の
丸
」

が
目
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

病
院
は
日
本
か
ら
の
援
助
で
建
て

ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
援
助

が
役
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
も
出
来
る

こ
と
が
あ
る
の
だ
と
な
ん
だ
か
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

北
方
四
島
を
訪
れ
、
自
分
た
ち

は
な
ん
て
恵
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
普
段
、
大
野
で
何
気

な
く
生
活
し
て
い
る
と
、
そ
の
あ

り
が
た
み
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会

に
参
加
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

（
阿
部
保
子
）

S鳴，咄咄・

美
し
い
自
然
を
い
つ
ま
で
も

　

森
嶋
康
哉
さ
ん
（
六
ト
し
成
新
庄
）

　

森
嶋
さ
ん
は
、
昭
和
四
ト
三
年

六
月
か
ら
、
環
境
庁
の
自
然
公
園

指
導
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
七
月
、
長
年
に
わ
た

る
環
境
美
化
運
動
の
功
績
に
対
し
、

自
然
公
園
関
係
者
功
労
者
と
し
て

環
境
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

「
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
家

業
の
旅
館
経
営
を
継
ぐ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
自
然
を
み

ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

昭
和
三
ト
年
ご
ろ
か
ら
、
仲
間
た

ち
と
赤
兎
山
の
ひ
山
道
の
整
備
を

始
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
登
山

道
と
言
つ
て
も
、
動
物
の
通
る
よ

う
な
道
し
か
な
く
、
村
の
人
に
聞

い
た
り
し
な
が
ら
徐
々
に
道
を
切

り
開
い
て
い
く
大
変
な
作
業
で
し

た
。
み
ん
な
が
利
用
し
て
い
る
。
赤

兎
山
鳩
ヶ
湯
登
山
コ
ー
ス
は
山

を
愛
す
る
人
た
ち
の
手
で
つ
く
ら

れ
た
の
で
す
よ
」
と
森
嶋
さ
ん
。

　
　

「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
を
始

め
、
一
一
十
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
、
登
山
に
来
て
山
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
帰
る
人
が
多
く
、
毎
週

の
よ
う
に
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

最
近
は
マ
ナ
ー
も
よ
く
な
り
、
ゴ

ミ
を
捨
て
る
人
は
ず
い
ぶ
ん
少
な

く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
や
は
り

ゴ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
山
の
中
に
ゴ

ミ
が
あ
る
と
、
つ
い
。
自
分
も
い

い
だ
ろ
う
’
と
い
う
気
持
ち
が
出

て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、

ゴ
ミ
を
自
分
で
持
ち
帰
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
、
山
は
き
れ
い
に
な

り
ま
せ
ん
。
本
当
の
自
然
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
気
を

付
け
た
い
で
す
ね
」
と
、
紅
葉
を

眺
め
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
一
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
―
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

4
月
入
学
の
学
生
募
集

´
放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　

放
送
大
学
で
は
、
第
1
学
期
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格
1
8
歳
以
上

募
集
学
生
全
科
履
修
生
・
選
科

　

履
修
生
・
科
目
履
修
生

募
集
期
間
1
2
月
1
5
日
④
～
2
月

　

1
5
日
囚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
放

　

送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

（
a
0
7
7
6
・
2
2
・
6
3
6

　

1
）

工業統計調査、石油等消費構造統計調査

　　　

平成11年12月31日

ご協力をお願いします。

　

12月31日は工業統計調査、石油等消費構造統計調査の

日です。調査票が届いたら、同封された「調査票記入の

しかた」をご覧の上、漏れなく記入ください。ご協力お

願いします。

　　　　

通商産業省・福井県・大野市



灰藤収m

ぶ霖5蔀両

　

10月中旬～11月中句にかけて、顔人丿各

地でさまざまなイベントが開催されまし

た。訪れた人たちは、豊富に並んだ秋の

味覚に顔をほころばせていました。実りの秋イベン……卜大1泳ぎわい

19醍Sayりミ
四阿j；

ま勁仙石詔図高言

　

中部縦貫自動車道永平寺大野道路の大野インター

周辺の測量が8月から進められています。10月まド旬

からは計画道路の中心くいが打たれ、11月日には中

津川の3ヵ所に路線標識が設置されました。

産業団値も交流深め

　

市と友好関係にある自治体と交流を深める

「友好市町交流会」が、11月5日に行われま

した。北海道三石町、岩手県葛巻町、新潟県

能生町、兵庫県南淡町の4町が来市。介護保

険への取り組みや、商工会・農林漁協など各

産業団体の特色ある取り組みになど、活発な

意見交換が行われました。

拍循回底場
秘書広報課広報広聴係豊66・1111



箱詰回底詣

〆゛J’工W工’工7－ま‥，－－－．1高校駅伝1

　

・・・～工工j

秋の奥越路を駆ける

　

11月7日、第44回郡市対抗駅伝競走大会と男子

第50回・女子第11回全国高校駅伝競走大会の県予

選が行われました。秋晴れのスポーツ日和のなか、

選手はさわやかな汗を流していました。工工～〃し郡市対抗駅伝竺

早くー年生になりたいな

　

来春小学校に入学する児童たちの健康診断

が始まりました。子供たちは、春を待ち遠し

いといっだ表情で検診を受けていました。

動物庖ち屯冬支度

　

11月10日、新堀川のニシキゴイが養魚場へ、

円山公園にあるミニ動物園の動物が越冬宿舎へ

と引つ越しました。

．iiりIljリjりI？｜；・・りli々ぷ？十｜。｜・h・｜で4、リjTみ｜｜。Iリ



お
知
ら
せ

12月

恐竜エキスポ

ふくい2000

1
2
月
は
不
法
投
棄
等

一
防
止
啓
発
月
間
で
す

市
役
所
生
活
環
境
課

　

最
近
、
粗
大
ご
み
や
建
設
廃
材

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
廃
棄
物
の
、
河

川
や
山
林
な
ど
人
目
に
付
き
に
く

い
場
所
へ
の
不
法
投
棄
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
無
く
す
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
監
視
役
と

な
り
、
大
野
の
美
し
い
自
然
を
守

り
ま
し
よ
う
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
監
視
す

る
た
め
、
県
・
市
・
警
察
が
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
奥

越
保
健
所
大
野
保
健
部
（
豊
6
6
・

2
0
7
6
）
、
市
役
所
生
活
環
境

課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
、
大
野

警
察
署
（
豊
6
5
・
0
1
1
0
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告

　
　

1
月
3
1
日
ま
で
に

市
役
所
税
務
課

1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
該
当
す
る
資
産
を
保
有
も
し
く

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
に
算
入
さ
れ
る
機
械
・
器
具

・
装
置
・
備
品
・
車
両
。
運
搬
具

・
構
築
物
な
ど
で
す
。

　

期
限
の
1
月
3
1
日
⑥
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
2
6
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
　

届
け
出
が
必
要
で
す

市
役
所
市
民
課

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
配
偶
者
は
、
市
役
所
に
届
け
出

る
こ
と
で
「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
な
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

か
ら
「
第
3
号
被
保
険
者
」
の
保

険
料
分
か
支
払
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人
が
転
職
や
退

職
を
し
た
り
、
「
第
3
旨
被
保
険

者
」
に
な
っ
て
い
る
人
が
就
職
を

し
た
と
き
な
ど
は
、
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

公
立
幼
稚
園

　
　
　

入
園
児
を
募
集

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
4

月
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

資
格
市
内
に
住
居
が
あ
り
住
民

　

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
平
成

　

6
年
4
月
2
日
～
平
成
8
年
4

　

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

申
込
期
間
1
2
月
1
日
⑥
～
2
0
日

　

⑥
申
し
込
み
方
法
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
ま
た
は
公
立
幼
稚

　

園
に
あ
る
入
園
願
書
2
部
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
入
園
希

　

望
幼
稚
園
に
提
出

入
園
決
定
2
月
下
旬
に
入
園
許

　

可
証
を
送
付

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
（
容
6
6
・
I
I
I

　

I
内
線
5
2
1
）

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

市
役
所
市
民
課

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に
、

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間
平
成
1
2
年
3
月
3
1
日

　

②
ま
で

申
し
込
み
方
法
国
民
健
康
保
険

　

証
を
持
参
し
、
申
し
込
み
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
市
民
課
国
保
係
（
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
5
8
）

交通
安全

剱
r

ダ
メ
で
す
、
飲
酒
運
転

　

年
末
が
近
づ
く
と
、
何
か
と

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
で
も
、
お
酒
を
飲
ん
で

の
運
転
は
絶
対
に
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

飲
酒
運
転
の
特
徴

・
自
信
過
剰
や
気
が
大
き
く
な

　

る
な
ど
、
危
険
に
対
し
て

　

鈍
く
な
り
ま
す

・
判
断
力
が
鈍
り
、
自
分
の
都

　

合
の
良
い
よ
う
に
判
断
し
て

　

し
ま
い
が
ち
で
す

・
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル

　

な
ど
、
不
用
意
な
動
作
を
ま

　

ね
く
傾
向
が
あ
り
ま
す

・
危
険
を
発
見
し
て
か
ら
、
ブ

　

レ
ー
キ
を
か
け
る
ま
で
に
時

　

間
が
か
か
り
、
制
動
距
離
が

　

長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

・
視
力
が
低
下
し
、
視
野
が
狭

　

ま
る
な
ど
、
歩
行
者
を
見
落

　

と
し
や
す
く
な
り
ま
す

酒
酔
い
運
転

　

2
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
0

　

万
円
以
下
の
罰
金
。
違
反
点

　

数
1
5
点
で
即
、
免
許
取
消

酒
気
帯
び
運
転

　

3
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　

5
万
円
以
下
の
罰
金
。
違
反

　

点
数
6
点
で
即
、
免
許
停
止

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
・
乗
る

　

な
ら
飲
ま
な
い
」

「
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」

薬草風呂無料開放

日時12月22日④

　　　

午後3時～8時

場所市内の全公衆浴場

問い合わせ先

　

市役所市民課国保係

　　

（a66・1111内線457）



●INFORMATION

一
少
年
少
女
ス
キ
ー
教
室

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
平
成
1
2
年
1
月
1
5
日
～
…

　

1
6
日
1
1
両
日
と
も
午
前
9
時
受

　

付
、
午
後
3
時
3
0
分
終
ア

場
所
森
山
ス
キ
ー
場

対
象
3
年
生
以
に
に
の
小
学
生

内
容
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス

　

別
指
導
（
歩
行
か
ら
ボ
ー
ゲ
ン
、

　

ポ
ー
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
ま
で
）

持
ち
物
ス
キ
ー
用
具
一
式
（
貸

　

し
ス
キ
ー
有
り
）
、
帽
f
、
于

　

袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、
着
替
え
、
昼

　

沈
、
I
ノ
フ
ト
ヤ
、
I
ビ

定
員
先
着
6
0
人

参
加
料
保
険
料
4
5
0
円

申
し
込
み
方
法
1
2
月
1
7
日
今
ま

　

で
に
、
所
定
の
申
込
書
に
参
加

　

料
を
添
え
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
L

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
講
習
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
一

日
時
平
成
1
2
年
1
月
1
4
日
1
・

　

2
1
口
謳
・
2
8
日
案
・
午
後
7
時

　

2
0
分
集
合

集
合
場
所
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー

　

場
、
妻
平
ヒ
ュ
ッ
テ
前

対
象
市
内
1
8
歳
以
上
の
人
（
高

　

校
生
は
除
く
）

定
員
初
心
者
、
初
級
者
、
中
級

　

者
、
各
コ
ー
ス
1
0
人

参
加
料
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

　

と
し
て
1
4
0
0
円

申
し
込
み
方
法
各
公
民
館
に
あ

　

る
申
込
用
紙
に
記
入
の
L
、
保

　

険
料
を
添
え
て

申
込
締
切
日
1
月
6
日
玉

そ
の
他
受
講
中
の
傷
害
に
つ
ぃ

　

て
は
、
傷
害
保
険
に
よ
る
も
ふ

　

以
外
、
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

　

積
雪
の
状
況
、
そ
の
他
実
施
丿

　

可
能
な
場
〈
口
、
可
否
決
定
は
詣

　

日
ま
で
に
本
人
宛
に
連
絡
。

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
士

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
｀

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
（
い
a
Q
）
り
乙
）

「
悩
み
ご
と
の
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
ま
で

市
役
所
総
務
課

　

1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
は
、

「
第
5
1
回
人
権
週
間
」
で
す
。
人

権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
内
や
近
隣

と
の
も
め
ご
と
、
い
や
が
ら
せ
、

い
じ
め
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
多
田
正
則
（
伏

　

石
豊
6
7
・
1
4
9
1
）
▼
安

　

川
昭
一
（
下
舌
昔
6
6
・
4
6

4
1
）
？
松
田
ま
つ
枝
（
要
町

豊
6
6
・
2
4
7
1
）
？
杉
本
敏

憲
（
木
本
豊
6
4
・
1
5
3
7
）

▼
堂
束
昭
子
（
中
野
容
6
6
・
3

7
1
0
）
敬
称
略
・
一
名
は

改
選
中
に
つ
き
未
掲
載

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

検
察
審
査
会
制
度

福
丼
検
察
審
査
会
事
昶
錫

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
。
検
察
審
査
会
は
、
こ
の
よ

う
な
不
満
を
持
つ
人
の
た
め
に
あ

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
福
井
市
春
山
・
―

　

－
1
－
I
福
井
裁
判
所
内
福
井

　

検
察
審
査
会
事
務
局
（
L
0
7

　

7
6
・
刀
一
・
5
0
0
0
）

古
着
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

来
年
7
月
、
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ふ

く
い
2
0
0
0
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
優
芽
つ
く
り
隊
（
県
政
青
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
推
進
員
）
で
は
、
サ

ブ
会
場
と
な
る
大
野
市
で
、
恐
竜

エ
キ
ス
ポ
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
「
恐
竜
D
E
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ー

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
古
着
を
利

用
し
た
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を

着
た
2
0
0
0
年
に
結
婚
予
定
の

カ
ッ
プ
ル
を
、
来
場
者
み
ん
な
で

お
祝
い
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

衣
装
は
、
県
内
の
被
服
関
連
学
校

の
生
徒
な
ど
が
作
成
。
ほ
か
に
も
、

古
着
か
ら
作
っ
た
衣
装
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
～
1
月
末

受
付
場
所
市
図
書
館
、
大
野
・

　

七
庄
・
下
庄
各
公
民
館

そ
の
他
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
よ

　

う
な
古
着
を
お
願
い
し
ま
す

※
1
月
か
ら
2
月
末
に
か
け
て
、

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
カ
ッ
プ

　

ル
を
募
集
し
ま
す
。
恐
竜
エ
キ

　

ス
ポ
で
、
2
人
の
一
生
の
思
い

　

出
を
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ
先
優
芽
つ
く
り
隊

　
　

（
県
政
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
推
進

　

員
）
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　

課
林
俊
光
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
1
内
線
5
4
2
）

ご利用ください

リフト付きワゴン車

　

市では、車いす使用者で、一一般の交通手段を利用するこ

とが困難な人を対象に、リフト付きワゴン車を貸し出しま

す。

対象車いすを使用している人

利用料無料

利用手続き利川［］の7［1前までに、社会福祉協議会に備

　

え付けの申請書を提出

その他1回の利用日数は2

　

日間、利用対象者1人につ

　

き月2回まで利用できます。

申し込み・問、い合わせ先

　

市社会福祉協議会

　　

（豊65・8773）
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停
電
の
と
き
に

活
躍
し
た
ラ
ン
プ

　

小
林
誠
一
さ
ん
（
稲
郷
）

　

稲
郷
の
小
林
さ
ん
（
五
十
九
歳
）
の
宝
は
、

停
電
の
と
き
に
活
躍
し
た
ラ
ン
プ
で
す
。
ラ

ン
プ
の
明
か
り
は
ろ
う
そ
く
よ
り
も
明
る
く

て
、
昭
和
二
十
年
ご
ろ
、
貴
重
な
も
の
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
　

「
当
時
は
、
風
が
強
い
と
き
な
ど
に
停
電

に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
台
風

な
ど
で
停
電
に
な
る
と
、
復
旧
作
業
は
夜
が

明
け
て
か
ら
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
今
の
よ

う
に
す
ぐ
に
は
元
に
も
ど
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
ど
こ
の
家
に
も
、
ろ
う
そ
く

や
ラ
ン
プ
が
必
需
品
と
し
て
置
い
て
あ
り
ま

し
た
。
停
電
の
中
、
ラ
ン
プ
の
明
か
り
で
食

卓
を
囲
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
ね
」
と

小
林
さ
ん
。

　
　

「
停
電
に
な
る
と
、
一
晩
中
電
気
が
つ
か

な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
明
る
い
う
ち

に
衣
服
な
ど
身
の
回
り
の
も
の
を
整
え
て
お

く
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

停
電
に
な
っ
て
も
、
慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
よ
。
そ
の
こ
ろ
は
、
懐

中
電
灯
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

真
っ
暗
な
中
を
、
手
探
り
で
ラ
ン
プ

を
探
し
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
普
段

か
ら
停
電
に
備
え
、
同
じ
場
所
に
吊

る
し
て
お
く
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
た

ん
で
す
よ
。
で
も
、
私
か
小
学
生
ぐ

ら
い
の
こ
ろ
は
、
落
と
し
て
ガ
ラ
ス

を
割
っ
た
り
す
る
と
い
け
な
い
の
で
、
な
か

な
か
触
ら
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

い
ま
で
は
、
懐
中
電
灯
な
ど
便
利
な
も
の
が

普
及
し
、
ラ
ン
プ
を
使
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
家
の
ラ
ン
プ
も
、

も
う
ほ
こ
り
だ
ら
け
で
す
。
で
も
、
も
し
も

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
捨
て
ら

れ
な
い
で
す
ね
」
と
、
目
を
細
め
な
が
ら
ラ

ン
プ
を
見
つ
め
ま
し
た
。

市民のうごき

11月1日現在 前月比

世帯数 11．732世帯 15獣帯

人口 40、827人 △19人

内訳
男 19，547人 △14人

女 21．280人 △5人

10月中の異動
転入 59人 出生 24人

転出 68人 死亡 34人

市内の交通事故状況（9ヵ、6才）

件数内訳
平成11年

10月末

平成10年

10月末
比較

総件数 515件 410件 105件

人

身

事
故

件数 157件 146件 11件

死者 2人 1人 1人

傷者 198人 198人 O人

物損事故 358件 264件 94件

表
紙
の
こ
と
ば

　

実
り
の
秋
、
市
内
の
小
学
校

で
は
、
農
業
体
験
で
収
穫
し
た

農
産
物
を
祝
う
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
乾
側
小
の
「
ふ
れ
あ

い
集
会
」
で
は
、
地
域
の
お
年

寄
り
も
交
え
、
も
ち
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
よ
い
し
よ
」

の
か
け
声
が
か
か
る
中
、
子
供

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
き

ね
を
振
り
下
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

急
に
寒
く
な
っ
て
、
一
気
に

紅
葉
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
取

材
先
で
聞
い
た
話
で
は
、
今
年

の
紅
葉
は
、
例
年
に
比
べ
る
と

い
ま
ひ
と
つ
だ
と
か
。
そ
う
聞

き
な
が
ら
も
、
足
を
踏
み
入
れ

た
大
野
の
自
然
の
美
し
さ
に
、

思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
み
ん
な
で
大
切
に
残
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
（
養
）

　

－m．見i弓

　

三
大
朝
市
物
産
ま
つ

り
、
お
お
の
産
業
フ
ェ

ア
な
ど
、
秋
の
イ
ベ
ン

ト
が
過
ぎ
る
と
、
い
よ

い
よ
奥
越
に
も
冬
が
訪

れ
る
。
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、
私
の
一
九
九
九
年

を
振
り
返
っ
て
み
た
▼
最
初
は
次
女
の
成
人
式

に
参
加
し
た
こ
と
。
会
場
内
で
は
、
友
達
を
確

か
め
合
う
か
の
よ
う
に
、
あ
ち
こ
ち
で
携
帯
電

話
が
鳴
り
会
話
が
始
ま
る
。
二
年
前
の
長
女
の

成
人
式
で
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
。
こ
こ

数
年
の
、
携
帯
電
話
の
目
覚
ま
し
い
普
及
に
驚

か
さ
れ
た
▼
春
、
暖
か
く
な
る
と
、
ど
こ
か
へ

出
か
け
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
年
は
周
辺

の
温
泉
施
設
に
よ
く
出
か
け
た
。
至
る
所
に
す

ば
ら
し
い
施
設
が
建
設
さ
れ
た
の
で
、
最
近
で

は
、
わ
ざ
わ
ざ
温
泉
地
へ
出
か
け
な
く
て
も
、

温
泉
気
分
が
味
わ
え
る
。
来
年
、
市
内
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
健
康
保
養
施
設
も
、
非
常
に
楽
し

み
で
あ
る
▼
夏
は
暑
い
も
の
と
決
ま
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
す
ご
か
っ
た
。
三
十
度
を
超
え
る

日
が
何
日
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
地
球
は
温
暖
化
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
「
ノ
ス
ト
ラ
ダ

ム
ス
の
大
予
言
」
の
年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予

言
ど
お
り
地
球
は
滅
び
る
の
で
は
、
と
思
っ
た

ぐ
ら
い
暑
か
っ
た
。
だ
が
、
お
お
の
お
ど
り
は

天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り

な
が
ら
の
盆
お
ど
り
も
ま
た
思
い
出
で
あ
る
▼

最
後
は
や
は
り
、
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
。
会
場

を
回
り
、
お
そ
ば
を
食
べ
、
お
抹
茶
を
い
た
だ

き
、
太
鼓
の
響
き
に
魅
せ
ら
れ
た
充
実
し
た
一

日
で
あ
っ
た
。
今
年
も
、
年
賀
状
を
書
き
上
げ

て
終
わ
り
と
な
る
。
来
年
、
二
〇
〇
〇
年
は
ど

ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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